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3.2.1









セクション 3.2 の ApplyFoo クラスとは異なることに注意してください。まず、operator() は 

const













4.1.1 コードサンプル 

examples/parallel_while/parallel_preorder ディレクトリーには、
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5.3 concurrent_queue 
concurrent_queue<T> テンプレート・クラスは、型 T の値の同時キューを実装します。複数のス













次は、mutex の動作の概要です。 
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        oldx = globalx; 













ロセスまたは別のプロセスのスレッドからの干渉を許可し、タスクを論理スレッドにマッピングする

ことにより、オーバーサブスクリプションを回避しようとします。 













http://supertech.csail.mit.edu/papers/PPoPP95.pdf




10.4 役立つタスク手法 
このセクションでは、スケジューラーを最大限に活用するためのプログラミング手法を説明します。 

10.4.1 再帰連鎖反応  

スケジューラーは、ツリー構造のタスクグラフで最も良く動作します。これは、"幅優先のスチールと

深さ優先の作業" 手法が最も良く適用できるためです。また、ツリー構造のタスクグラフでは、多くの

タスクを迅速に生成することができます。例Ｒ 十九ぴ辶胗槗む辶胗欞

 









        } else { 
            FibContinuation& c =  
                *new( allocate_continuation() ) FibContinuation(sum); 
            FibTask& a = *new( c.allocate_child() ) FibTask(n-2,&c.x); 
            FibTask& b = *new( c.allocate_child() ) FibTask(n-1,&c.y); 
            recycle_as_child_of(c); 
            n -= 2; 
            sum = &c.x; 
            // Set ref_count to "two children". 















http://www.intel.com/design/itanium/downloads/25142901.pdf
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